
U14  ソノラ（ジェイルハウス）カリフォルニア 
 

ソノラの岩場はサンフランシスコから２時間半、ヨセミテからは１時間半程の所に位置する。 

昔から名前だけは有名だが、場所やルート数などあまり知られていない。またブラックダイヤモンドのカタログにでたり、クライミング誌に

写真など出たことはあってもアプローチなどは決して発表されることはなかった。これはこの場所が私有地であることが第一の原因であ

る。これは地主との交渉もまだなされないうちに多くのクライマーがやって来て、私有地内を踏み荒したりしてクライミング禁止になる可

能性があったからである。実際 2006 年の時点でも正式には地主から許可は出ていない。一応地主も黙認しているそうだが、アプロ

ーチ中には放牧された牛などが数多くおり、彼らを刺激させたり、勝手にアプローチを横切って牧草地を踏荒らさないように注意しな

ければならない。私達は開拓者のメンバーと一緒に訪れた為、地元クライマーに暖かく迎えられたが、中にはよそ者がやって来ることを

快く思わないクライマーもいると言う。彼らは手書きのトポをくれたが、岩場でおおっぴらに見てはいけないと言う。 

これはよそ者が来ることを良く思わないクライマーに見つかると、だれからもらったんだと問題になるからだと言う。そうは言ってもかなりの

クライマーが噂を聞きつけてやって来ているのが現状である。ただある人が言っていたが私有地という問題もあるが、アメリカでも５本の

指に入るほどすばらしいエリアまでになった岩場を自分達だけでルートを築きあげたいと言う気持ちがあるからだろうと言っていた。この

ような秘密の岩場がカリフォルニアにはまだ数箇所あるという。それらの写真を見せてもらったがどれもハングしておりとても面白そうであ

った。これらの岩場がはやく発表されることを期待したい。 

この岩場はジェイルハウス（刑務所）とも呼ばれている。これは岩場のすぐそばに刑務所がある為である。その為、面白いことにルート

名はすべて刑務所に関係した名前がついている。例えばエレクトリックチェアー（電気椅子）5.12d、アルカトラス5.13b-c など。岩場は

南面で１日中日向。雨が降ってもまったく問題無い。ただ雨の後はルートによってはしみ出しがある。また大雨でも全く問題なく登るこ

とが出来るが、帰り道に注意。途中の小川が氾濫し、とても渡ることが出来なくなることがあるらしい。 

 

岩質 

火山系の岩。非常に摂理が発達していて下部に多くのクラックが走っている。中間部からはブロック状に巨大な岩が重なり合っている。

岩場の取り付きにはこれらのブロックが剥がれ落ち無数に転がってる。（余談だがこれほど見た目のもろい岩が登れると言うことは、日

本でもあらためて岩場を見て見ると、これまで見向きもされなかった岩場も開拓の可能性があるのではなかろうか） 

 

ルート 

岩場は見た目が非常にもろそうなブロックが重なり合っており、すり鉢状に横に大きく広がっている。高さは 50m 程あるがルートの多く

は半分くらいで終わっている。ルート開拓も丁度やっていたがバールなどでもろそうな岩をたたき落とすことから始まる。既成のルートは

見た目よりは安定しており安心して取り付ける。傾斜はほとんど１２０度程の前傾壁で中にはルーフ状の部分もある。岩場は大きく

分けると左壁、中央壁、右壁の３つに分けることができる。ルートは50 本近くあるが、ほとんどが高難度ルートである。 

グレードは5.11台後半がたった2本。5.12前半が2,3本。5.12からルートは充実してくる。5.13台は１ダース以上あり、5.14まである。

それ以外はまったく無い。 

ルートの多くは持久力をためされるものが多くとても長いルートが多い。また石灰岩のクライミングと異なり、異様なムーブを要求される

ルートもあり、かなり面白い。これらをこなした後、終了点まで息着く間もないパンプが襲い、充実すること請け合いである。ひざフック

（ニーバーと呼ばれ、ここでは必須技術）が効くポイントが随所にあるので、そのムーブが解るとかなり休むことができる。その為多くのク

ライマーは5.10のソールで作ったニーパットを使っている。開拓はかなり昔から行われているがまだ幾つかのプロジェクトも残っている。ま

た現在多くのルートは壁の真中で終わっているが、２ピッチ目につなげて長くしたいと言っていた。 

 

宿泊 

近くにキャンプ場などは無い。ＫＯＡなどのオートキャンプ場はソノラの町のすぐ側の ANGELSCAMP の町にある。その他ヨセミテ方向

にはキャンプ場は多いのでそちらから通うことも可能。モーテルなどはＩ－５号線まで戻らないと無い。 

 

シーズン 

春と秋。真冬は午後から日向。私達は３月始めに訪れたが小雪の舞う日があったかと思えば、暑くて裸で登った日もあった。５月を

過ぎると朝 5:00-11:00 くらいが日陰になるので、この時間を狙っていかないと登れない。 


